






















A Research on the Internationalization of the Japanese Sumo Culture
Zhang Yong-tao
Abstract
　As a state art of Japan, Sumo has a mysterious tint and a long history. Sumo culture is one of the most important 
traditional cultures in Japan, Its internationalization process began in the mid-1950s, and especially its rapid develop-
ment in recent years has even posed a great threat on its status as a state art within Japan. The research of the his-
tory, status quo, cause and character for the internationalization of Sumo culture helps us to make clear some issues 
behind its internationalization development and have a further and all-round understanding of its culture.
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協会 CSA（The California Sumo Association）の活躍であ
る。1998年に、日本に暮らしていた二人の相撲ファンがア
メリカで設立したアマチュア相撲協会である。2001年から
「US Sumo Open」を実施し、参加者は基本的に全米のア
マチュア相撲力士である。
　これは、完全に日本相撲協会と離れる組織であり、自分
の運営システムを持っている。日本の伝統相撲の一部の要
素を受け継いでいながらも、鮮明なアメリカ要素をまじ合
わせている。その創立宗旨をまとめると、下記の通りであ
る。
ア．年齢、体重と性別を問わず、興味のある人に、相撲
の技芸と伝統文化を教える。
イ．一般民衆に日本の伝統相撲と国際アマチュア相撲を
紹介する。
ウ．主に稽古、試合と他のイベントで相撲運動を進め
る。
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エ．相撲の国際影響力を高め、オリンピックの競技種目
に入らせるように努める。
　上記の創立宗旨から分析すると、このような海外アマ
チュア相撲は、日本の伝統相撲と違うところがはっきりし
ていることも分かる。日本伝統相撲の厳格な入門制限にひ
きかえ、入門の無制限には、アメリカ文化中の自由、平等
などの特徴が表れている。また、CSA は、伝統相撲文化
を認める上、相撲を一種のスポーツであると捉え、よりよ
く普及させるため、取組み方法を大きく変えた。つまり、
文化の伝播と共に、相撲を一種のビジネスとしてもやって
いるわけである。現在、参戦者はアメリカ人に止まらず、
日本、ヨーロッパからの力士も入るようになった。また、
試合期間中、日本人力士は当地の中小学校で演説し、相撲
文化を紹介する。
　いずれにしても、CSA などのような民間組織の存在で、
相撲文化がより多くの外国人に知られ、好かれるようにな
るのは、だれもが否定できない事実であろう。
５ ．３ 　相撲文化海外伝播の不均衡性
　現在、一部の国で相撲が比較的によく知られ、相撲文化
も広がっている。また、このような国々は、大体二種類に
分けることができる。
　その一、外国人相撲力士、特に番付の高い力士の出身国
である。アメリカ、ヨーロッパの一部の国、モンゴルなど
が挙げられる。アメリカは、ハワイ出身の名力士もいた
し、相撲協会 CSA の設立地でもある。ヨーロッパのブル
ガリア、エストニアなどは、現役名力士がいる。モンゴル
出身の現役外国人名力士が一番多い。番付の高い力士は、
いずれの国では有名人になるか、英雄扱いされる。重要な
取組は、当地のメディアにも取り上げられる。相撲文化も
いろいろなルートで紹介される。彼らの存在で、当地では
相撲ブームが起こり、相撲ファンもできている。
　その二、日本文化に親しむ国や地区である。アジアの韓
国、中国の香港、台湾、南アメリカのブラジルなどが挙げ
られる。経済も発達で、民間の交流も非常に盛んに行われ
ているし、意識形態も似ているということで、相撲文化を
含む日本文化に、当地の人は比較的に詳しいし、興味を
持っている。
　ほかの国では、一般人が相撲に対する印象は、力士の外
形や日本の国技などのような初歩的なものにすぎず、相撲
文化の奥深さが分かるどころか、触れる機会さえもあまり
ないのである。
６ ．相撲文化国際化発展への対応策
　今の日本相撲文化の国際化が、まだ本当の意味での国際
化ではないことが言えるのであろう。なぜかというと、本
当の国際化は、「国外における国際化」と「国内における
国際化」の二本立てのはずであるが、現在、国際化と言う
と、外国人力士の成績やスキャンダルなどという「国内に
おける国際化」の一側面のみが注目されているからであ
る。相撲文化の国際化発展がどうも非常に偏っているよう
に見えている。しかし、いずれにしても、国際化しつつあ
るのであろう。このような背景のもとに、今後どうやって
対応していくべきかは、考えざるを得ないことになる。
６ ．１ 　他文化伝播経験の参考と相撲文化国際化発展の推
進
　現在、相撲文化の海外伝播が多ルートで盛んに行われて
いるように見えるが、効果が限られている。
　海外公演と海外巡業は、もっと早いペースで回数を増や
そうとしても、操作上は極めて困難に決まっている。イン
ターネット配信や、異種相撲などは、言葉の制限で主に日
本国内にいる外国人向けなので、海外の外国人は、日本文
化の研究者か日本語の習得者ではない限り、まったく知り
ようがないのである。
　今はソフトパワーが重視されている時代で、文化はその
中の非常に重要な一環である。日本文化の中、例えば、ア
ニメと映画、ドラマなどは海外で莫大な人気がある。中国
を例として、『一休さん』、『ドラえもん』から『名探偵コ
ナン』『火影忍者』まで、『君よ憤怒の川を渡れ』『赤い疑
惑』『燃えろアタック』から『ラヴレター』『東京ラブス
トーリー』『GTO』まで一世風靡のアニメ、映画とドラマ
の名作は数多く知られている。これらの作品のおかげで、
日本の歴史、社会、文化、思想、教育、スポーツなどの知
識に一般の中国人は触れる機会を与えられ、日本という国
への認識も一層深まった。
　ところが、相撲文化というと、大ヒット作はおろか、関
係素材の映画、ドラマ、アニメの作品数そのものが非常に
限られている。ブームを起こすには、１作、２作では大抵
無理に決まっている。それに、多くの国では、現実上イン
ターネットは普及しつつあるが、テレビなどの伝統メディ
アが依然としてメインであるというのは、事実であろう。
　一言に言えば、相撲文化をもっと多くの外国人に知ら
せ、国際影響力を高めようとするならば、各国の状況を把
握し、海外伝播のルートと手段を真剣に考えた上進めない
と、いい効果が出るとは言い難いのであろう。
６ ．２ 　相撲魂の尊重と形式上改革の敢行
　相撲文化には、改革が必要なのである。しかし、相撲魂
を尊重することは前提であろう。
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　そもそも相撲魂とは、堂々と相手にぶつかり、勝つこと
を相手に対する最大の尊敬とし、勝っても思いやりのある
心を持つことなどを指すのであろう。これらは、日本伝統
文化のエッセンスの一部と言え、代々にわたり受け継がれ
ていくべき大事なものである。
　日本国内で相撲の人気が下落している中、いかにしてよ
り健康的、且つ魅力的なイメージを国際社会に見せるか
は、相撲文化の国際影響力の拡大だけでなく、国内での相
撲人気の再喚起にもつながる。それを実現するため、国際
化視点から相撲文化の一部にメスを入れることが必要にな
るわけである。そして、改革の重点は、文化伝承、あるい
は国際化潮流にふさわしくない部分に置かれるべきであ
る。例えば、相撲部屋文化の一部、外国人力士枠の部分的
調整、年寄株取得条件中の日本国籍制限緩和などが挙げら
れる。
６ ．３ 　日本相撲協会での対応計画の明確化
　相撲文化の国際化は、もはやだれにも止められない潮流
になっている。このような潮流の中で、調整役はなくては
ならない存在である。
　何と言っても、相撲は日本の国技である。外国人を制限
しないと、将来上位力士が全員外国人になるということ
も、十分可能性はある。なにしろ、体格だけでも、外国人
に負けているのは事実である。したがって、非難を浴びつ
つも、少しでも相撲の国技の地位を保つよう懸命にやって
いる日本相撲協会がある。
　一方、相撲協会には、もっと大きな役目があるべきであ
る。現状維持は、唯一の方法ではない。将来的に、怒濤の
ような勢いを持つ国際化をどのような態勢で受けるかは、
相撲ファンと国民に知らせるべきである。10か年計画や20
か年計画のような形で、もっとはっきりとした国際化対応
策を作るべきではなかろうか。
おわりに
　グローバル化が著しく進展している中、国際化が文化の
新しい傾向の一つとして広く認められているようである。
相撲文化も例外ではない。相撲文化国際化の歴史と現状を
分析し、またそれぞれ四つの面からその推進要因と制約要
因を解析し、さらに三つの面から相撲文化国際化の特徴を
まとめた上、三つの対応策を提出してみた。ただ、レベル
が限られているため、まだいくつかの問題が残されている
と考えられる。例えば、四つの推進要因を提出してみた
が、まだ分析不十分なところがある。一つの例として、外
国人力士の出身分析を思いついたが、入れていない。なぜ
かというと、資料の収集問題もあるし、対照内容として
「日本の少子高齢化傾向と青少年職業観の変化」の部分に
入れるか、それとも「出稼ぎ力士の心理」の部分に入れる
かは、まだ整理ができていないからである。他に、八百長
問題の影響は制約要因の中では触れていない。このような
問題点は、ほかにも挙げることはできるが、いずれも今後
の研究の中で深めていきたい。
　ところで、今の相撲文化国際化の局面になった最も大き
な原因は、外国人力士の募集にあると思われる。高見山大
五郎の成功は、各部屋に刺激を与えたわけである。その刺
激で、各部屋で外国人力士を募集し始めた。これは、一種
の流行に乗る心理であるし、利益を追う心理でもある。新
弟子１人ごとに、部屋は毎年相撲協会から約180万円の補
助金をもらえる。部屋は、主に補助金で成り立っていると
も言える。また、弟子の番付向上にしたがって、番付に応
じた「養成奨励金」が場所ごとに親方に支払われる。外国
人力士が大抵力強くて大柄で、日本人入門希望者が減少す
る中、親方にとっては、この上もない理想的な弟子になる
のである。そして、一人だけでは足りず、もっと多くのた
くましい外国人弟子をほしがるわけである。一方、外国人
力士の優れた成績は日本相撲界に強烈な衝撃を与えた。制
限しなければまずいと、相撲協会は動き出さざるを得な
かった。この視点から見ると、当初の相撲文化の「国内に
おける国際化」は、一種の不本意の結果であると言えよ
う。
　その一方、日本相撲協会は、海外で相撲文化の影響を拡
大し、国内で相撲の人気を取り戻すため、前述のように、
海外公演や海外巡業などの努力もしている。効果はともか
く、ポジティブな行動という角度から見ると、「国外にお
ける国際化」は最初から本意による結果であると捉えても
良かろう。
　いずれにしても、相撲文化の国際化は、すでに現実と
なっていて、しかも、時には抑えきれない勢いを見せてい
る。ただ、諸刃の剣とでも言うべきであろうか、いかにし
て積極的に適応していくか、また相撲の国技の地位を保つ
と同時に、ますます深刻になりそうな和洋間の衝突をどの
ように解決していくかは、相撲文化の健康的な国際化発展
には、今後の大きな課題になるのであろう。
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